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【理学部（社会数理・情報インスティチュート，化学科，地球圏科学科）】
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(ii) (i) より
f(x) = x3 − 3x2 + 4

ここで
g(x) = f(x)− (−3x2 + 6x) = x3 − 6x+ 4

とおく。このとき，y = g(x) と y = kの共有点が 2 個
以上あればよい。
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図より，y = g(x) と y = k の共有点が 2 個以上となる
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